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１．招  集 

 

２．開  会 

 

３．閉  会 

 

４．出席委員 

 

 

 

 

 

５．事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．議事日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年１月３１日（金）午前９時３０分 

 

令和２年１月３１日（金）午前９時３０分 

 

令和２年１月３１日（金）午前１０時２０分 

 

北田 千秋教育長 

尾﨑 靖二教育長職務代理者 

亥埜 誠治委員 

伊丹 香寿美委員 

長谷川 深雪委員 

 

大湾喜久男 教育次長兼教育総務室長兼学校教育部長・和久田寿

樹 学校規模適正化室長・内山美智子 学校教育部付部長・竹田

和之 生涯学習推進部長・本多章博 生涯学習推進部次長・佐竹

利和 教育総務室長代理・殿山泰央 学校規模適正化室長代理・

木村浩幸 学校管理課長・寺本憲昭 学校給食センター所長・福

田美樹 社会教育課長・真鍋成史 社会教育課長・岡本太一 青

少年育成課長代理・平井正喜 図書館館長・福田道正 図書館課

長代理・重本匡陽 指導課長代理 

 

日程 １        会議録署名委員指名 

日程 ２        会議時間決定 

日程 ３ 報告第１号  教育長の報告について                 

     議案第１号  交野市学校教育振興基金条例の制定

に対する意見を市長に申し出ること

について 

     議案第２号  交野市文化財保存活用市域計画協議

会条例の制定に対する意見を市長に

申し出ることについて 

     議案第３号  平成３０年度教育に関する事務の点
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7．議事内容 

北田教育長 

 

 

 

 

 

 

佐竹室長代理 

 

 

 

 

北田教育長 

 

 

 

 

各委員 

 

北田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

検・評価報告書の作成について 

 

 

皆さん、おはようございます。先日は、成人式にご出席をいた

だき、ありがとうございました。当日は、天気もよく、予定どお

り成人式を執り行うことができました。 

では、只今から、令和２年第１回教育委員会定例会を開催した

いと思います。 

開催の前に事務局から本日の出席状況を報告願います。 

 

出席状況を報告いたします。本日の出席者は 5 名でございま

す。同時に、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第14条

第3項の規定により本会議は、成立いたしますことをご報告いた

します。 

 

 報告はお聞きのとおりです。 

 次に、本日のこの会議でございますが、地教行法第１４条第７

項の規定により公開にしたいと思いますが、ご異議ございません

でしょうか。 

  

 異議なし。 

 

 ご異議がございませんので、公開したいと思います。 

 本日、傍聴希望が２名ございますので、傍聴を許可したいと思

います。事務局、準備をお願いします。 

只今から、令和２年第１回教育委員会定例会を開催いたしま

す。 

それでは、本日の会議は、お手元に配布しております議事日程

に従い、進めたいと思います。 

 まず、日程１「会議録署名委員指名」を議題といたします。 

会議録署名委員の指名につきましては、交野市教育委員会会議
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各委員 

 

北田教育長 

 

 

 

 

各委員 

 

北田教育長 

 

 

 

 

 

 

殿山課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規則第２０条の規定に従い、教育長が指名することとしてよろし

いでしょうか。 

 

 異議なし。 

 

 ご異議がありませんので、伊丹委員を指名します。 

 次に、日程２「会議時間決定」を議題といたします。 

 会議時間決定につきましても、教育長一任とさせていただいて

よろしいでしょうか。 

 

 異議なし。 

  

ご異議がありませんので、只今から午前１１時００分までとい

たします。 

 続きまして、日程３報告第１号「教育長の報告について」、報

告事項１「「交野市立第一中学校区における魅力ある学校づくり

事業」の進捗状況について」を議題といたします。事務局説明を

願います。 

 

「交野市立第一中学校区魅力ある学校づくり事業」の進捗状況

について、本日は３点ご報告させていただきます。 

1点目の報告です。 

前回の教育委員会定例会でご報告させていただきました、12

月 9日より1月10日までの間実施いたしました、「第一中学校

区魅力ある学校づくり事業 工事期間中の教育環境の在り方に

ついて」素案についてのパブリックコメントの結果についてご報

告いたします。 

「パブリックコメント手続き結果概要」をご覧ください。 

意見募集期間は、先ほどの説明のとおり昨年12月 9日（月）

より今年1月10日（金）まで、資料の公開は交野市ホームペー

ジ、本庁2階にあります情報公開コーナー、および当青年の家１
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階にございます学校規模適正化室にておこないました。 

受付いたしました意見等の件数は、69名の個人と3つの団体

の72件ございました。3団体のうち、1団体は代表者他9名の

有志のグループであり、2団体は向井田地区のこども会及び私部

南4丁目自治会といった地域の団体で、ご要望と合わせてのご意

見の提出でした。なお、すべての意見の提出方法につきましては、

Ｅメール22件 直接持参11件 郵送 4件 ＦＡＸ35件でし

た。 

受付いたしました意見等の述べ件数は344件あり、内訳は「■

素案の内容に関する意見等」が210件、「■素案の内容以外の意

見等」は134件ございました。 

また、「■素案の内容に関する意見等」については、概ね（素

案）の項目別に分類し整理しました。 

「１．はじめに」への意見等は 0 件、「２．第一中学校区にお

ける学校の適正配置」への意見等は 2 件、「３．第一中学校区に

おける魅力ある学校づくり協議会」の経過」への意見等は2件、   

「４．工事期間中の教育環境」への意見等は201件、「５．そ

の他（工事期間中の教育環境の在り方の見直し等について）」へ

の意見等は5件ございました。 

現在は（案）の段階ですが、「意見等に対する審議会の考え方・

対応」については、別紙に記載のとおりでございます。 

 続きまして、「第一中学校区魅力ある学校づくり事業 工事期間

中の教育環境の在り方について（素案）パブリックコメント結果

概要」をご覧ください。 

先ほどの結果概要のとおり、項目別に分類し整理した「意見等

の概要」および教育委員会事務局としての「意見等に対する考え

方・対応」を取りまとめています。なお、本日のご報告後、近日

中に公表する予定でございます。まず、「■素案の内容に関する

意見等」210 件について説明いたします。１ページをご覧くだ

さい。 

「１．はじめに」への意見等はありませんでした。 
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「２．第一中学校区における学校の適正配置」について、（１）

現状と課題 への意見等が 1 件、（２）学校適正配置の考え方 へ

の意見等が1件です。（１）現状と課題 では、現在の校舎の老朽

化対策についての意見等に対して、考え方・対応を記載していま

す。（２）学校適正配置の考え方 では、配慮が必要となる事柄に

ついて、パブリックコメント実施前に現状安全確保ができていな

い箇所を洗い出し様々な対応策を検討したうえで提示するべき

との意見ですが、通学の安全確保等、配慮が必要な事柄やそれに

対する様々な対応策については工事期間中に限ったものではご

ざいません。当該事業においては、「工事期間中の学びの場を決

定した後、学校や保護者、地域の方々からのご意見を聞きながら

通学路の危険個所の把握や様々な安全対策について検討すると

ともに、関係部局、関係機関と連携し、通学路の設定や通学の安

全確保について、ハード、ソフトの両面からの取り組みに努めま

す。」との考え方・対応を記載しています。 

「３．「第一中学校区における魅力ある学校づくり協議会」の

経過」へのご意見等は2件です。今年度７月に設置した「第一中

学校区における魅力ある学校づくり協議会」の参加者の属性や人

数等についての記載になります。 

２ページ以降の「４．工事期間中の教育環境」については、201

件の意見等をいただきました。 

「（１）５つの案の比較検討」について、工事期間中に長宝寺

小学校敷地を使用する B 案についての意見等が 7 件、工事期間

中に第一中学校敷地を使用する C 案についての意見等が 7 件、

その他の案についての意見等が３件、合計17件でした。 

「（２）工事期間中の教育環境について（方向性）」についてで

す。 

「①学校の設置場所について」は合計 87 件ありました。「仮

設校舎について」43件、「地域コミュニティや避難所について」

40件、「一時的な校区編成や学校選択制について」3件、小小統

合時の移動に伴う作業の安全確保と人員配置について」1件にな
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ります。 

「②小学校統合と施設一体型小中一貫校の開校について」は合

計 11 件ありました。「教職員数の減少や教職員の多忙化につい

て」4 件、「小小統合の時期や施設一体型小中一貫校開校の時期

等について」7件になります。 

「③通学の安全について」は合計 86 件ありました。「通学路

や通学の安全対策について」77件、「通学方法について」9件と

なります。 

 これらの意見等を項目別に分類し整理しましたが、多くの項目

においても「学校の設置場所と、その学校までの通学の安全確保」

にかかる意見等が大半を占めている内容となっており、意見等に

対する考え方・対応についても一部重複した内容となっていま

す。まず、学校の設置場所についての考え方についてですが、「学

校統合の有無に関わらず、大規模な学校施設整備によっては仮設

校舎の設置が必要となります。仮設校舎を設置することで、校区

によって教育環境に大きく差が出るものではないと考えます。工

事期間中の各プラン案の中で、長宝寺小学校へ仮設校舎を建設す

るＢ案が工期や工程が一番短くなる等、小学校児童への影響がよ

り少なく、中学校生徒への影響はほぼ無いものと考えます。また、

「Ｂ案が望ましい」との結論は、地域協議会での意見取りまとめ

の様々な内容を踏まえ、新校舎建設の方法・手順について、児童

生徒への様々な影響等も考慮のうえ総合的に判断された結果で

あり、公平で客観的な審議の結論と考えます。」としました。 

 なお、３ページの地域のこども会や自治会からの要望等意見に

ついては、・工事期間中における各プラン案に対する賛成・反対

のご意見は、各地域や団体によっても偏りがあるものと考えま

す。とし、通学の安全確保に関する考え方は、「工事期間中にお

けるどのプラン案においても、また新校整備後においても、学校

や保護者、地域の方々からのご意見を聞きながら、通学路の危険

個所の把握や様々な安全対策等について検討するとともに、関係

部局、関係機関と連携し、通学路の設定や通学の安全確保につい
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て、ハード、ソフトの両面からの取り組みに努めます。」と記載

しています。 

１０ページの「通学方法について」の意見等にあります「通学

バスの運行」についての要望等意見については、・現在の交野市

内の全ての小学校区における最長の通学距離を考慮した徒歩通

学圏として、平成28年度に策定した「学校規模適正化基本方針」

において適正な通学距離が定められており、概ね２km 以内の通

学距離でのスクールバスの運行は厳しいと考えます。との考え方

を記載していますが、６ページにある「一時的な校区編成や学校

選択制について」では、・様々な事情において、指定校の変更や

区域外就学などの対応も必要と考えます。とし、現在、教育委員

会における取り扱いの基準での対応を記載しています。 

 こちらも６ページにある「避難所について」の庁舎整備と期間 

が重複することとなった場合についての意見等へは、・新庁舎整

備と新校舎整備の期間が重複することとなった場合においても、

指定避難所の変更指定等の対応は必要と考えます。また、新しく

設置することとなる施設一体型小中一貫校の整備においては、防

災拠点としての機能向上も検討していく必要があると考えます。 

とし、また、４ページの「その他の案」の意見にある「実施時期 

の延期」へは、・実施時期の延期は無いものと考えます。としま

した。 

８ページに記載の、年々加入率が上昇傾向にある放課後児童会

について、時間延長やスペースの確保といった意見等もございま

したが、こちらについては、・関係部局と調整のうえ、検討が必

要と記載しました。 

１１ページは最後の項目になります、「５．その他（工事期間

中の教育環境の在り方の見直し等について）」への意見等は 5 件

あり、「見直しについて」が 1 件「情報発信、周知について」が

4件となっています。 

ここまでが、「■素案の内容に関する意見等」210件の概要と

なります。 
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続きまして、「■素案の内容以外の意見等」134件ですが、こ

ちらは「小中一貫校について」や「施設一体型小中一貫校につい

て」といった、既に策定された「交野市学校規模適正化基本計画」

等の行政計画に対する意見等や、交野市のパブリックコメント制

度に対する意見等となります。これらの意見等は、教育委員会よ

り教育審議会へ諮問しご審議いただいている内容ではございま

せんので、素案の内容以外として分類しました。 

以上、パブリックコメントについての結果概要等の説明でござ

います。 

なお、地域の２団体から、パブリックコメントの実施時期に合

わせて提出された要望書につきましては、こちらの要望書以外に

提出されたパブリックコメントへのご意見と同様に、「学校の設

置場所と、その学校までの通学の安全確保」に関する意見等が多

数ございました。こちらにつきましても、パブリックコメントに

おける「意見等に対する考え方・対応」で示したとおり対応をし

てまいります。 

2点目の報告になります。 

先日、1月20日（月）に開催いたしました第三回学校教育審

議会において、先ほどのパブリックコメント結果について報告い

たしました。そのパブリックコメントでの意見取りまとめを基

に、「工事期間中の教育環境の在り方について」（素案）をさらに

ご審議いただき、一部の文章修正を経て、1月24日に中間答申

として報告を受けましたことをご報告いたします。 

パブリックコメントを実施した（素案）からは大きな変更・修

正点はございませんでしたが、「学校の設置場所と、その学校ま

での通学の安全確保」に関する意見等が多数ございましたことか

ら、（中間答申）の４ページ「（２）工事期間中の教育環境につい

て（方向性）」の「②通学の安全について」の記述について、「工

事期間中の通学については、児童の安全を第一に考え、今後とも

学校・保護者・地域の方々の意見を聞きながら、通学路の危険個

所の把握や様々な安全対策等について検討するとともに、関係部
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北田教育長 

 

 

 

亥埜委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

局、関係機関等と連携し、通学路の設定や通学の安全確保につい

て、ハード、ソフト両面からの安全対策に取り組む必要があると

考えます。」との文章に修正されています。 

また、「④魅力ある学校づくりに向けて」では、最後の 3 行に

「また工、事期間中の避難所対応や施設一体型一貫校における防

災拠点としての機能向上についても、関係部局、関係機関等と協

議・調整をお願いします。」と、修正されています。 

３点目の報告になります。 

 パブリックコメントにおけるご意見と、その「意見等に対する

考え方・対応」や、また学校教育審議会からの「工事期間中の教

育環境の在り方について（中間答申）」の内容を踏まえ、「（仮称）

第一中学校区魅力ある学校づくり事業 基本方針」の策定に入り

ます。 

 なお、こちらの（素案）の作成でき次第、改めて後日お渡しさ

せていただきますので、次回2月の定例会にてご審議いただきま

すようよろしくお願いいたします。 

以上、報告でございます。 

 

説明が終わりました。質疑に入りたいと思います。質疑はあり

ませんか。 

 亥埜委員どうぞ。 

 

パブリックコメントを見させていただいて、登下校の交通安全

がやはり一番多かったと思います。事故とかは人為的ミスが原因

なので不注意ですよね。いくら安全な場所にいても、車は突っ込

んできます。郡津小学校などの細い通学路などは、逆に注意して

通るので意外と事故が無かったりします。 

そういったことから、特に今多いのが、若い子がスマホを見な

がらトラックを運転していたりするので、危険な場所とか道路よ

りも、人為的なミスを絶対しないように、そういったことを大事

にやっていってほしいと思います。 
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北田教育長 

 

 

 

 

尾﨑教育長職務代理者 

 

 

 

 

 

 

殿山課長 

 

 

 

 

尾﨑教育長職務代理者 

 

 

殿山課長 

 

北田教育長 

 

申し訳ございません。先ほどご提出させていただいておりま

す、パブリックコメント結果概要の内容、１６ページに誤表記が

ございましたので、差し替えをさせていただきたいと思います。

真ん中、中ほどにあります字体に変換ミスがありましたので、申

し訳ございません。 

報告でございます。 

 

先ほどの安全につきましては、学区が変わるお子さんもいらっ

しゃいますので、年末に和久田室長に交野警察に行っていただき

ましたが、今後も安全については保護者の心配ができるだけ払拭

できるように、お願いいたします。 

 

質問ですが、６ページの「一時的な校区編成や学校選択制につ

いて」という所の、三つ目、柔軟な学校選択ということですが、

答えの中にある、「様々な事情において、指定校の変更や区域外

就学などの対応も必要と考えます。」というのは、これは一般的

な従来からある区域外就学の規定ではなくて、新たにということ

を想定されているということですか。 

 

こちらにつきましては、指定校変更区域外就学という制度がも

ともと教育委員会にありますので、さまざまな事情においての対

応策の一つとして検討はできるものではないかというところで、

こちらの記載がございます。 

 

特に新たに、指定区域外就学規定等の変更というのは、必要が

ないというお考えですね。 

 

はい。 

 

今の制度でできるんですよね。通学区域の変更というのは教育

上の配慮としては前からもありましたので、そういう事も含め
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伊丹委員 

 

 

 

 

 

 

尾﨑教育長職務代理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各委員 

て、配慮の必要なご家庭については可能ということですね。 

 

今回のパブコメを実施していただいて、どういうところに論点

があるかというか興味があるとか、非常によく分かったと思いま

す。通学路に関しては、勿論ご事情はいろいろあるとは思います

が早めに詰めていただいて、早めに周知していただくという方

が、保護者にとっては安心かと思いますので、その辺の配慮をし

ていただけでればと思います。 

 

通学路のことでは、先ほどご回答いただいたように、小小統合

において、新たにというようなことに対応するということは勿論

ですが、亥埜委員もおっしゃいましたがそういったことはあるの

で、それに対する対応ということは強めていただきたいと思いま

すし、逆にいうと、新たな通学路というのが今度は発生する、こ

れは特殊な問題なので、そこについての配慮ですよね。周知して

いただくとか、そういう事について、新たに通学路になったから

ここが通学路ですとか、看板であるとか、LINE であるとか、当

然お考えではあると思いますが、それについては他とは違う特別

な事情ということで、特段力を入れていただきたいと思います。 

 

通学の安全面は大事ですが、小学校統合になりますので子ども

たちの教育環境でいいますと、人間関係も含めて、この中間答申

にも魅力ある学校づくりとありますが、交野小の子が長宝寺に行

く、長宝寺の子が交野小の子どもたちと一緒に学ぶ、こういう小

小統合の結果、魅力あるいい学校になったと思えるような中身で

す。ハードも必要だし安全面も必要だし、小学校の教育の中身も

含めて、時間的にはそんなにありませんが検討の方よろしくお願

いいたします。 

 他に、質疑はございませんか。 

 

 質疑なし。 
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北田教育長 

 

 

 

 

 

 

木村課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑なしと認めます。それでは、報告事項１「「交野市立第一

中学校区における魅力ある学校づくり事業」の進捗状況につい

て」を終わります。 

次に、議案第１号「交野市学校教育振興基金条例の制定に対す

る意見を市長に申し出ることについて」を議題といたします。所

管課より説明をお願いします。 

 

議案第１号「交野市学校教育振興基金条例の制定に対する意見

を市長に申し出ることについて」ご説明いたします。 

条例の制定につきましては、参考資料を添付しております。 

今回の条例制定につきましては、学校教育の現場で各種備品等

の調達について予算との関係上、必要時に迅速に配備することが

困難な現状がございます。その一方で、ふるさと寄付については

教育関連の指定寄付要素として、奨学金であるが近年の奨学金は

需要が少なくなっている傾向がございます。このような状況の中

で今後より有効な活用が認められています。その活用方法として

学校教育環境整備、その他教育振興事業の財源に充てるための新

たな基金条例の制定を行うものでございます。 

続きまして、条例の内容をご説明いたします。 

第１条では、条例の設置について。第２条では、積み立てにつ

いて。第３条では、基金の管理について。第４条では、運用益金

の処理について。第５条では、基金の振り替え運用について。第

６条では、基金の処分について。第７条では、委任規定について。

をそれぞれ定めるものでございます。なお、この条例の施工につ

きましては令和２年３月議会で、交野市学校教育振興基金条例

（案）が可決されたのちに、公布日から施工したいと考えており

ます。 

以上簡単ではございますが、議案第１号「交野市学校教育振興

基金条例の制定に対する意見を市長に申し出ることについて」の

説明は以上でございます。よろしくご審議賜りまして同決いただ

きますようお願い申し上げまして、説明とさせていただきます。 
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北田教育長 

 

 

亥埜委員 

 

 

木村課長 

 

 

 

 

大湾室長 

 

 

 

 

 

 

伊丹委員 

 

 

 

 

木村課長 

 

 

 

伊丹委員 

 

 

木村課長 

 説明は終わりました。質疑に入りたいと思います。質疑はあり

ませんか。 

 

積み立ての予算に定める額とありますが、今交野で教育に使っ

てくださいというふるさと納税はどの位あるのか分かりますか。 

 

現状、ふるさと納税といいますか、教育の部分で使わせていた

だいている基金が、奨学基金という形になっております。奨学基

金の財源には現状ふるさと納税という形になりまして、そちらの

部分での基金の額が、約１，９００万円程度となります。 

 

奨学基金につきましては、もともと定額基金ということで、一

定当初に市の方からお金を１，５００万円しておりますので、そ

れ以外がふるさと納税として考えていただければと思います。た

だ、ふるさと納税分につきましては、今回の国の改正等もござい

まして、返礼品の制限等も関わってきましたので、若干減ってい

くということも考えております。 

 

ふるさと納税をする場合に、教育に使ってほしいという希望が

ある場合と、市長に一任しますという場合があると思いますが、

市長に一任する場合の納税の場合も、ここに入る可能性があるん

ですか。 

 

今、何種類かございます。奨学基金やいろいろ基金があるんで

すが、一般という部分があるんですが、そちらに入った場合はこ

ちらには入らないという感じになります。 

 

もう一点、基金の使い道というか、具体的に何にどう使うとい

うのは誰がどうして判断されるんですか。 

 

使いたいとの提案は現場の方で上げるかと思います。 
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大湾室長 

 

 

 

 

北田教育長 

 

各委員 

 

北田教育長 

 

 

 

 

各委員 

 

北田教育長 

 

 

 

 

 

真鍋課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと納税のその基金ですが、ご希望等がある場合につきま

しては必ずそれに沿うようにはしたいと考えておりますが、一般

的に入った場合につきましては、今、課長がご説明したとおりで

ございます。 

 

他に、質疑はございませんか。 

 

質疑なし。 

 

質疑なしと認めます。 

それではお諮りいたします。議案第１号「交野市学校教育振興

基金条例の制定に対する意見を市長に申し出ることについて」、

原案のとおりで議決することにご異議ありませんか。 

 

 異議なし。 

 

 異議なしと認めます、よって本件については、原案のとおり議

決されました。 

次に、議案第２号「交野市文化財保存活用地域計画協議会条例

の制定に対する意見を市長に申し出ることについて」を議題とい

たします。所管課より説明をお願いします。 

 

 「交野市文化財保存活用地域計画協議会条例の制定に対する意

見を市長に申し出ることについて」をご説明させていただきま

す。 

 条例案をご覧ください。 

 まず、この計画でございますが、平成３１年４月に改正されま

した文化財保護法に基づき、市町村において文化財保存活用地域

計画を策定することが制度化されました。法令につきましては、

参考資料の中段に、文化財保護法第１８３条の３を掲載させてい

ただいております。内容につきましてはここに書いているとおり
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でございますが、市町村の役割としてこの中に、「当該市町村の

区域における文化財の保存及び活用に関する総合的な計画を作

成し、文化庁長官の認定を申請することができる。」となってお

ります。この法改正に基づきまして本市の文化財の計画的な保存

活用を促進するため、市内文化財の実態調査を実施するととも

に、文化財保存活用地域計画の策定を進めてまいりたいと考えて

おります。この計画策定にあたりましては、改正された文化財保

護法におきまして、協議会を組織することができるものとされ、

その構成員としましては、この条例案の第３条に書いております

とおり、市町村や府の職員の他、文化財所有者、学識経験者、そ

れだけではなく、観光や商工団体、この法改正で新たに入りまし

たのが、今までは文化財専門だけでありましたが、文化財の活用

という観点から、観光や商工団体の関係者も入れなさいというよ

うなことで、そういう協議会の組織となっております。本市にお

きましても同法の趣旨に基づきまして、又、地方自治法１３８条

の４に基づく教育委員会の附属機関といたしまして、協議会を設

置いたしたく本条例を制定したいと考えております。それでは、

条例の主な内容につきまして説明させていただきます。 

条例案をご覧いただきたいと思います。第１条では付属機関と

して当協議会を設置する目的。第２条では当協議会の所掌事務。

第３条から第６条までは当該協議会の組織と任期、会議の運営。

第７条から９条までは、守秘義務、庶務などをそれぞれ規定して

おります。また、附則において施行日を公布の日からしておりま

す。なお、当計画の策定でございますが目標としましては、令和

５年度を目標に実施したいと考えておりまして、令和２年度にお

きましては文化財の実悉皆調査を行いまして、令和３年度に計画

の策定、令和４年度に文化庁への認定申請を行い、令和５年度よ

り計画の実施を目指したいと考えております。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議の上、市長に申し出

ることについて、ご承認を賜りますよう、よろしくお願いいたし

ます。 
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北田教育長 

 

 

伊丹委員 

 

 

真鍋課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊丹委員 

 

北田教育長 

 

各委員 

 

北田教育長 

 

 

 

 

 

各委員 

 説明は終わりました。質疑に入りたいと思います。質疑はあり

ませんか。 

 

 この中身には直接関係ないと思いますが、現時点で対象となる

文化財というのは、どのぐらいの程度を考えておられますか。 

 

 今、指定としましては国・府・市で指定を受けた文化財が３０

件くらいありますが、その他に悉皆調査で、まだ未指定の重要な

文化財があると思うんです。それを今から確認していくというこ

とで、令和２年度に全体数の把握をしたいと思っております。中

には街並みとか、そういうものを調査に入りたいと思っておりま

すし、後、山になかなか調査に入っておりませんので山岳寺院が

残っております。そういう調査なども行いたいと思っております

ので、令和２年度で正確な数字を出して、それに基づいて、令和

３年度にどのようにその文化財を保存していくのかという計画

を立てていきたいと考えておりますので、実数としては今は把握

できておりません。 

 

 ありがとうございます。 

 

 他に、質疑はございませんか。 

 

質疑なし。 

 

質疑なしと認めます。 

それではお諮りいたします。議案第２号「交野市文化財保存活

用地域計画協議会条例の制定に対する意見を市長に申し出るこ

とについて」、原案のとおりで議決することにご異議ありません

か。 

 

 異議なし。 
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北田教育長 

 

 

 

 

 

佐竹室長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 異議なしと認めます、よって本件については、原案のとおり議

決されました。 

次に、議案第３号「平成３０年度教育に関する事務の点検・評

価報告書の作成について」を議題といたします。所管課より説明

をお願いします。 

 

 平成３０年度教育に関する事務の点検評価報告書について、前

回にお示しした内容からの変更点を中心に説明させていただき

ます。 

 点検評価報告書全体を通じての変更を、１０ページ・１１ペー

ジで説明をいたしますと、１１ページの成果と課題に対し、それ

ぞれの項目に対応する事業番号を付けました。これは成果と課

題、全体を通じてそのような措置をしております。１１ページで

は、下から６行目から５行目で、「スタートカリキュラムの作成

等に役立てることができました。」との記載から、「作成に向けて

役立てることが」とし、さらに一番下の行で、「スタートカリキ

ュラムの編成・実施に向けて研究を進めます。」との記載に改め

ました。 

 １２ページ・１３ページでは、１３ページの「３．資料の収集・

提供」以降が市立図書館に関するものであるので、別に区分する

とか、あるいはそれと分かるようにとのことでしたので、「図書

館活動の充実」との中見出しを、ここに至るまでの前半には、「読

書活動の推進」の中見出しを設けました。 

 さらに、同じ１２ページ以降にある施策の「３読書活動の推進」

では、専門スタッフ、学びあい補助員、子どもみらいサポーター

との記載が混在しているとのご指摘に対しましては、専門スタッ

フとは、学びあい補助員や子ども未来サポーターを指す呼称であ

ることから、１３ページの一番上にあります、「学校図書館の活

用の推進」の箇所で、上から３行目、②専門スタッフとある次に

括弧を設けそのことを記載し、それに続く文章も精査し、同時に

「派遣」と「配置」が混在するとの指摘に対しましては、「派遣」
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北田教育長 

 

 

長谷川委員 

 

 

佐竹室長代理 

 

北田教育長 

 

 

尾﨑教育長職務代理者 

 

 

 

 

 

で統一をしました。 

 １７ページに進みまして、一番下の項目「小中一貫教育に向け

た指導方針の研究」との項目で、一番下の行の記載を「指導計画」

から「カリキュラム」に変更しています。 

 ２５ページに進みまして、「１．授業力の向上」の第１段落目

の最後の行で、「支援します。」との記載を、成果であることから

「支援しました。」との記載に変更しました。 

 ３１ページに進みまして、上から４行目の緊急合同点検を「実

施しました」から「実施します」へ変更しました。 

 また、エクセルの資料につきましても、図書館の貸し出し冊数

の実績やその他の数値においても、精査を行い、この冊子との整

合が図れるよう記載の変更を行っております。 

説明は以上です。 

 

説明は終わりました。質疑に入りたいと思います。質疑はあり

ませんか。 

 

一か所、誤表記を認めましたので、訂正をいただけたらと思い

ます。２９ページ【成果と課題】の下の方、一行目です。 

 

申し訳ございません。 

 

修正お願いいたします。 

他に、質疑はございませんか。 

 

 細かなことや些末なことではあろうかと思いますが、良く対応

していただきましたし、今、長谷川委員もおっしゃいましたが、

こういう事が起こりがちなので、文章をより市民に分かりやすく

するというような努力を今後も続けていただけたらと思います

し、ご指摘に真摯に対応いただいたことに感謝申し上げます。あ

りがとうございました。  
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北田教育長 

 

 

佐竹室長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

北田教育長 

 

 

 

 

各委員 

 

北田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各委員 

 

 他に、質疑はございませんか。 

なければ、教育総務室なにかないですか。 

 

 今、委員の方からご指摘がございました箇所につきましては、

修正をさせていただきまして、それを前提にご了解願えればとい

うふうに思います。 

 後、一点ございます。 

 ここで外部評価委員様に評価をお願いしまして、外部評価委員

様の評価結果をお示しする所でございますが、評価委員様におき

まして、作業中でございますので、それは後日添付するというと

ころで、ご了解を併せて願いたいと思います。 

 

それではお諮りいたします。外部評価委員の報告については後

日添付ということで、それ以外の部分につきまして、議案第３号

「平成３０年度教育に関する事務の点検・評価報告書の作成につ

いて」、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

  

異議なし。 

 

 異議なしと認めます、よって本件については、原案のとおり承

認されました。 

以上をもちまして、第１回教育委員会定例会の案件全てが終了

いたしました。 

最後に、２月に予定されている次回の教育委員会についてです

が、人事案件を予定していることから、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第１４条第７項の規定に基づき、非公開にて開

催する方向で準備をすすめたいと考えておりますが、予め、この

点について、ご了解をお願いいたします。よろしいでしょうか。 

 

異議なし。 
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北田教育長 ご異議が無いようですので、２月７日の臨時教育委員会議は非

公開にて開催をいたします。 

 

 

 

 

 

交野市教育委員会会議規則第２０条の規定により署名する。 

 

 

   交野市教育委員会       教育長                   
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